
国
家
公
安
委
員
会
規
則

○

第
一
号

外

務

省

令

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
九
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
の
地
域
及
び
者
並
び
に
同
法
第
十

二
条
第
一
項
の
情
報
を
定
め
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
十
二
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

松
本

純

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
の
地
域
及
び
者
並
び
に
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
情

報
を
定
め
る
命
令

（
法
第
九
条
第
二
項
の
地
域
及
び
者
）

第
一
条

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
二
項
の
国
家
公
安
委
員
会

規
則
・
外
務
省
令
で
定
め
る
地
域
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
域
と
し
、
同
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
・
外
務
省
令
で
定



め
る
者
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
地
域
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一

台
湾
（
次
号
に
掲
げ
る
地
域
を
除
く
。
）

公
益
財
団
法
人
交
流
協
会
（
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
八
日
に
財
団
法
人
交

流
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
台
北
事
務
所
長

二

台
湾
（
雲
林
県
、
嘉
義
市
、
嘉
義
県
、
台
南
市
、
高
雄
市
、
台
東
県
、
屏
東
県
及
び
澎
湖
県
の
地
域
に
限
る
。
）

公

益
財
団
法
人
交
流
協
会
高
雄
事
務
所
長

（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
情
報
）

第
二
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
・
外
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

国
外
犯
罪
被
害
（
国
外
犯
罪
被
害
に
該
当
す
る
と
思
料
さ
れ
る
死
亡
及
び
障
害
を
含
み
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
が
受

け
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
原
因
と
な
っ
た
国
外
犯
罪
行
為
（
国
外
犯
罪
行
為
に
該
当
す
る

と
思
料
さ
れ
る
行
為
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
国
外
犯
罪
行
為
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
た
日
時
及
び
場

所
二

国
外
犯
罪
行
為
の
加
害
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
本
籍
（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
籍

の
属
す
る
国
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
第
五
号
ロ
に
規
定
す



る
地
域
。
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
住
所
及
び
国
外
犯
罪
被
害
者
（
国
外
犯
罪
被
害
者
に
該
当
す
る
と
思
料
さ
れ
る

者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
関
係

三

国
外
犯
罪
被
害
の
発
生
の
状
況
（
国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
含
む
。
）

四

国
外
犯
罪
被
害
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
本
籍
、
住
所
及
び
職
業

五

国
外
犯
罪
被
害
者
が
日
本
国
外
に
永
住
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
判
断
の
根
拠
と
な
る
情
報

六

国
外
犯
罪
被
害
者
が
、
国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、
治
安
の
状
況
に
照
ら
し
て
生
命
又
は
身
体
に
対
す

る
高
度
の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
地
域
に
所
在
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
地
域
の
治
安
の
状
況
、
当
該
状
況

に
照
ら
し
た
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
険
の
程
度
及
び
当
該
国
外
犯
罪
被
害
者
が
当
該
地
域
に
所
在
し
て
い
た
理
由

七

国
外
犯
罪
被
害
者
が
国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
地
域
に
所
在
す
る
た
め
に
査
証
を
受
け
て
い
た
と
き
は
、
当
該
査
証

の
種
類

八

国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
国
外
犯
罪
被
害
者
に
同
伴
者
が
い
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
、
生
年
月
日

、
性
別
、
本
籍
、
住
所
、
職
業
及
び
国
外
犯
罪
被
害
者
と
の
関
係

九

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
外
犯
罪
被
害
又
は
国
外
犯
罪
被
害
者
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
法
第
十
一
条
第



一
項
の
裁
定
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

附

則

こ
の
命
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


